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は じめ に

　 「日本 にお ける心身障害者体育 の 史的研 究」 の 課題 は ，日本 に おける心身障害学校 の 体育 に

つ い て
， そ の 発展 の 過程 を学校種別 ご と に通 史的に 明 らか に し

， その 特 質に つ い て も検討 を加

えて ，障害体育 の 行 くべ き道 を探 る こ とで あ っ た。本研究 は，昭和 51 （1976）年度 に始め ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ

れ ，翌年度 に はそ の 第 1報が 報告 され た 。 爾 来約 20年を経 て漸 く結語 と言 える論稿 を，不安

と期待 の 入 り混 じっ た複雑 な心境 で 報告で きる こ とは
， 真 に感慨深い もの が あ る 。

　本章で は ，対象 と して きた盲学校体育，聾学校体育，精神薄弱 （以下 ，知 的障害 と い

う。 ） ・肢体不 自由 （以下 ， 運動障害 とい う。 ） ・病弱 の 各養護学校体育に つ い て ， こ れ ま で に

得 られ た知見 を以下 に掲げた事項 に関 して 比較検討 し ， 学校種別 を越 えた共通 性や 類似性 ， さ

ら に それぞ れ の 学校体育が もつ 独自性や 異質性 を明 らか に し，本研究の 結語 とした い
。

1．教育の 発足 と体育の 位 置づ け

〈1） 教育 の発足時期 とその 背景

（2＞ 体育の位置づ け

2．体育の 発展 に係 わ る主 要事項

（1） 社会ス ポ
ー

ツ の 高揚

  　体育に関連す る教育方針の 設定

（3） 医学的研 究の 進展
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3 ．特徴の ある指導法

（1）
一

般的指導法

（2） 特殊な指導法

4 ．障害種別 ・程度に 即 した体育的諸活動

（1＞ 教科と
一

体の 行事活動

  独自性の 強い 課外活動

1 ．教育の 発足 と体育の 位置づ け

（1） 教育 の 発足時期 とそ の背景

　　 障害教育で は，そ の す べ て が 同時期に教育を開始 したわ けで は な い
。 障害の 種別 に よ っ

　 て教育 の 発足時期 に遅 速が見 られた 。

　　 盲学校教育 と聾学校 教育の 発足 は，養護 学校 教育 よ りか な り早 く，明 治 11 （1878）年

　 の こ と で あ り， 障害教育の 先駆 的役割 を果た した 。 また
， 養護学校教育 は

， 明治期 の 半ば

　 以 降か ら昭和期の 初め に か け て 発足 して お り，当初，施設 教育や 特別学級教育 とい う教育

　 形態で 展 開され た 。 い ずれ の 障害教育 も，そ の 発足 に 当た っ て は ，わが 国の 初等教育の 影

　 響は言 うまで もな く，欧米先進国 におけ る障害教育の 影響 を直接 ・間接 に受けた 。

　　 発足 を促進 させ た背景 に は，明治期 にお ける盲学校教育 や聾学校教育 の 発足 に係 わ る慈

　 善事業 的理念 ω ω C3 ）

， 大正期 における 盲学校教育 ， 聾学校教育及 び施設教育 の 発足 に係

　　わ る社会事業的理 念 ｛‘）CS〕，昭和期の 病弱施設教 育に係 わ る厚生 事業的理念 C6H7 ）等，社

　 会福祉 の 前史的理念が存在 した 。 加 えて
， 教育的 ・社会的な文部省当局か らの 国家的要請

　　も背景 にあ っ た。例 えば ， 教育的要請 と して は
， 師範学校附属小 学校に障害児の た め の 特

　 別学級 を設 ける よ う要請 した 明治 40 （1907）年の 「文部省訓令第六 号」の 発令 Cs） （9 ＞・盲

　 学校及 び聾学校の 設置等 に係 る 大正 12 （1923）年の 「盲学校及聾唖 学校令」の 公布 （1°1 〔11］，

　 養護学級 の 設置 に係 る 「国民 学校令」の 制定 ｛12｝
，あ る い は 明治期末か ら大正期初め にか

　　けて の 当局の 学力 向上 政策や義務教育の 強化策等に見 られ る文教政策 〔13）C14｝が あ っ た 。

一

　 方 ， 社会的要請 と して は ， 大正期か ら昭和期初 め にか けて の 休暇 集落事 業等が あ っ た 。

  　体育の 位置づ け

　　 障害教育の 発足 に は
， その 種別 に よ っ て 時期的なず れが 見 られ たが

， その 発足 当初は言

　　うまで もな く，発展過程 にお い て ， 体育 が どの ように と らえられ ， 教科 と して位置づ け ら

　　れ た か に つ い て ，主 要な事項 を以 下 に ま とめ る 。

　   体育運動は，障害の克服や改善に役立 つ 活動と認識 され た。こ の こ とは，例 えば，以

　　 下に 掲げた学校種別 ご との 体育教育 に係 る 目標か ら も推知する こ とが で きる 。

　　　ア ．盲学校体育　移動 （歩行）能力の 向上 ，不良姿勢 ・固癖の 予防矯正
“5）　“G）　｛11）

。

　　　イ．聾学校体育　呼吸器系統 （胸郭）の 発育 ・発達 の 促進，平衡能力の 向上 “ 8）　CI9｝ 〔2°］
e

　　　ウ．養護学校体育 ：知的障害　感覚 ・運動中枢の 発達 ， 注意力 ・意志力の 養成    
。

　　　 運動障害　障害 に対す る治療 ・矯正 ｛23｝ 〔20　C25〕
。 病弱　体質の 改善 ， 健康の 回復 〔26〕 ｛2

％

　   体育運動は ，残存機能 の発達 を よ り促進する活動 と認識 され た 。 上記 と同 じ く，例 え

　　　ば，以下 の よ うな目標か ら も推知で きる 。

　　　ア．盲学校体育　視覚以外の 感覚の 発 達 ・活用 ， 運動機能の 発達  
。
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　イ．聾学校体育　 口話的習慣 の 養成 ， 振動感覚の 発達 ・活用 （z9） c30）
。

　ウ ．養護学校体育 ：知的障害 　快 活な心情の 育成，体力の 増Lt　C3’）　｛ee〕
。 運 動障害　障害

　　の な い 部位 へ の 運動訓練，精神的 ・情緒的安定化 〔33＞  
。

  体育運動 は
， 心 身の 調和的発達や 人間性の 育成 に貢献 し得 る活動 と認識 された 。

こ う

　 した理念 は，学校体育 にお け る
一

般的理 念で もあ っ た が ，

一
般の 学校教育へ の 準拠姿勢

　か ら も強調 され た理念であ り， そ の 認識 は
， 以下 の 指導事例 等か らも理解で きる 。

　ア ．盲学校 ・聾学校体 育　大正 期 に お ける 人格陶冶強調の 体育指導 （3s）
， 第二 次世界大

　　戦後の 望 まし い 人間関係の 育成 を目指 した体育指導
（36）

　
（37）．

　 イ．養護学校体育 ：知的障害　大正期か ら昭和期初め に か けて の 特別学級 に お ける心身

　　の 調和的発達 を目指 した指導方針   ，第二次世界大戦後の 「働 ける体」の 育成 を掲

　　げた運動指導
〔39）

。 運動障害　全人的健全な発達 を目指 した 東京市立光 明学校の 治療

　　体操科の 指導指針 〔4°）
。 病弱　 「人間を して 人 間 ら し く成長 させ る」 こ とをね らい と

　　 した重症児教育 。

　以上 の 3点 は，主 要な体育教育に対 する とらえ方で ある が ， 総 じて 言 えば
， 障害学校教

育が発足 し て 以 来 ， そ の 体育教育 は
， 障害種 別を越 えて 「人 間教育 と深 く係 わ る 運動 ・か

らだを通 して の 教科」〔41） とし て位置づ けられ ，発展 をみ た教育 で あ っ た。

2 ．体育の 発展に係 わ る主要事項

　 障害学校体育の 発展 に寄与 した事項 は，多 々 あるが ，そ の主要 な事項に は ， 以下 の ような

社会的 ， 教育的 ， 医学的各事項があ っ た 。

（1） 社会ス ポ
ー

ツ の 高揚

　　 社会 に お ける ス ポーツ 熱の 高揚 は，障害学校体育の 発展 に 大 き く影響 した 。 そ の 1例 と

　　して
， 大正期か ら昭 和期初 め に か けて の 盲学校体育及 び聾学校体育の 発展 を挙 げる こ とが

　 で きる。以下 ，
こ の 問題 につ い て述 べ る。

　　 京都 ，東京．大 阪及び 名古屋等に お ける大都市の 盲学校 及び 聾学校 で は ，明治 30年代

　 半ばに は既 に校友会型の 組織が 教員主導型 で つ くられ て お り，大正期 にかけてその 活動 を

　 漸次活発化 させ た 〔4！｝
。 大正 14 （1925）年 10月，「点字大 阪毎 日主催 ， 帝国盲教育会近畿

　 部後援 ， 第 1 回関西盲学生体育大会」が ， 大阪市立盲学校 で 開催 される （d3｝
。 こ の 大会 は

，

　 翌年度 「全国盲学生 陸上 競技大会」 と改称 され，そ の 年に組織 され た盲学生 体育連盟 の 主

　 催とな り， 昭和 18 （1943）年の 第 ユ8回大会 ま で 継続開催 され た 。

 
。 こ の 大会の 企画 は

，

　 社会の ス ポー
ツ 熱 に呼応 した もの で あ り， 盲学生の 志気を高め ，運動 に対す る積極性 の 涵

　 養 に寄与 しようと の 意図か らで あ っ た 。 また
，

こ の 大会 は
， その 発展過程で 盲学校体育 に

　 係わ る教材 ・教具の考案，地 方にお ける小 規模盲学校体育の 振興 ，各校 の 体育施設の 充実，

　 盲学校体育連盟の 組織化 ， 盲教育の 啓蒙等 に寄与 したの で ある （‘5｝
。

　　 名古屋市立 盲唖 学校聾唖部及 び大 阪市立 聾学校 が全 国に先駆けて 大正初年に運動 部 を組

　 織 した ように
“ 6〕

， 聾学校 の 課外体育活動 は，盲学校 のそ れ よ りも早期 に 開始 され る 。 そ

　　の 背景 に は
， 社会 に お ける ス ポ ーツ 熱の 高揚があ っ た 。 その 高揚 は

， 視覚で と らえる こ と

　　の で きる聾児童 ・生徒 を刺激 し ， 正 課 ・課外の 体育活動 を促進 した の で ある 。

　　 当初 ， 興味をも っ たス ポー
ツが余 興的自然発生的に校内で 行なわれる よ うに な り， 全校
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　的な課外体育活動へ と組織化され た り， 学校行事 と し て の ス ポーッ大会 へ
， 同質類似の 他

　学校
・団体 と の 競技会 へ

， ある い は異質 の他学校
・
団体 との競技会へ と，そ の 活動は ， 漸

　次 拡大 ・多様化 された の で あ っ た 〔4T）　 US 」
。 課外活動 と して活発 に行 なわれ た運動 には ， 第

　二 次世界大戦が 終わ っ た 昭和 20 （1945）年頃 まで は ，庭 球，陸上 競技 ， す もう ， 排球，

　籠球 ， 卓球 ， 野球及び剣道等が あ り “ 9）
， 同 30年代以降で は

， 陸上競技 ，
バ レ ーボ ール

，

　卓球及 び野球が ある 。 なお
， 聾学校の 全 国的規模 の 体育連盟 は

，
上 記大戦後 の 社会 ス ポ ー

　ッ の 高揚 と係わ っ て結成 され る 。

（2） 体育 に 関連 する教育方針の 設定

　　体育に関連する教育方針 とは ，体育が 指向す る内容 ，あ る い は貢献 し得 る 内容の 教育方

　針の 意 で あ り， 例 えば
， 健康の 増進 ， 体力の 向上 ， 心情の 安定 ， 心 身の 調和的発達 ，人格

　の陶冶 ， 治療 ・リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン
， 養護等の教育方針内容 であ る 。 こ うした方針が 掲げ

　 られ た と きに は
， 体育教育 にお い て さらなる進展があ っ た 。

　　知的障害特別学級で は ， 以 下 の よ うな 事例 CsD）が見 られ た 。 発足 当初，「学力向上 ・知能

　啓発 」が 目標 に 掲 げ られ て い たが
， 体 育は

， 「主 と して 『意志 に 従 っ て 行動 が 出 来る 』，

　『動作 の 機敏 ・活発 』， 『快活な心情』， 『注意 の 集中』」等を指導上 重視 し，上 記目標達成 に

　寄与 しよ うと努め た 。 そ の 後，昭和期 に入 っ て 「学力向上 ・知能啓発」 に対 する 困難性が

　指摘 され る よ うに な り， 指 導上容易 と考え られた 「『健康及体力』，『身体の 発育 ・発達』，

　『身体の 健 康』」等が方針の 中で 強調 され，体 育は ，「か らだ を鍛 える」 方向へ 変容 し て い

　 く。 さらに 昭和 10年代 に は
， 「職業的 自立が教育方針の 中核 とな り， 『学科の 教授 よりは

　 む しろ養護や 訓練に重 点』を置 く」 こ ととな る 。 体育は ， 「職業準備指向の 『強健な 人 ，

　働 くこ とが好 きな人』の 育成」 を 目標 と した 「総合的教授」の 中で よ り重要な役割 を果た

　 した 。

　　
一方，病弱養護学校教育で も，以下 の よ うな事例が 見 られ た 。こ の 教育 で は ，「教育 ・

　養護 ・訓練，ある い は運動 ・栄養 ・休養の 三位
一

体の 総合 的指導が 昭和初年 ま で 続 い たが ，

　同 10年代 に入 り， 軍事体制が 強化 されて い く中で その 一
体性が くずれ ，積極的養護の 強

　調，人 的資源の 確保 とい っ た軍 国主義 的」  な養護教育理 念が 打ち出 され る 。 その 結果．

　指導上 「積極的鍛練の 増 強化」 や 「身体的諸活 動の 増加」が顕現 し ， 病弱児童 ・生徒 の

　「健康保持 ・増進」に重大な影響 を与えた cy）
。

（3） 医学的研 究の 進展

　　 障害種別 を問 わず ，
ど の 障害学校教 育 も ， 医学的領域 と深 い 係わ りをも っ て 発展 した。

　 こ の 項 では ，特 に医学的治療が 優先 した 運動障害及び病弱 の 各養護学校 教育に つ い て 述 べ

　 る。

　　 大正 10 （1921）年開園の 柏学園並び に 昭和 7 （1932）年 開校の 東京市立 光明学校 は，い

　ずれ も当時先進 の治療を誇 っ た東京帝国大学医学部整形外科教室の指導と援助に よ っ て設

　 立 ・経営 された 〔53〕  
。

　　 柏学園 （S）で は ，体操科は，治療体操 ， 保健運 動 （当初 ， 治病体操 ， 保健体操 と い う。 ）

　 と呼称され ， 大筋運動 の 機能回復
・改善 を目標 と した治療課業 と して位置づ けられて い た 。

　治療体操 は
， 四肢 ・躯幹の 障害 に対する 治療で あ り，また ，保健 運動 は，障害の ない 部位

　や 障害の 軽い 児童に普通体操 ・遊戯等 を課すこ とを内容 と して い た 。

一
方 ， 東京市立 光明
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学校
t56） で は，体操 科 を治療体操 科 と称 し，障害の 治療 を主体 に 「異常 な き部分」 に も適

切 な刺 激 を与 え，全 人的健全 な発達 を目指す教科と位置づ けた 。 そ の 運動教 材 は ， 矯正

（治療）体操 （運動）， 治療的運動 ， 保健運動 （普通体操〉及び遊戯で あ っ た 。 同校の 教育

は ， 柏学園の 経験 と実績 を継承 して い たが ， 柏学園の 教育 とは異 な り， 経 営上 の 円滑性 ，

医療上 の 最新知見 ・技術 の 導入 とそ れ に伴 う体育指導上 の 改善が 見 られ た 。 医療上 で は
，

柏学園の マ ッ サ
ー

ジ主体の 施療と は 異 な り， 電気治療 ， 熱気浴 ， 太陽燈浴 ， 温浴 ， 日光浴

等の 多様 な理学的療法が マ ッ サ
ー

ジ と合わせ て 施療 され た 。 また
， 矯正 治療で は

， 腱伸展

術 ， 膝伸展矯正 等の 外 ，矯正 運動や矯正体操 を初め
， 砂枕矯正 ，繃帯矯正 ， 矯正 器装用 ，

コ ル セ ッ ト，
ギ ブ ス ベ ッ ト等 の 多様 な方法が 障害に即 して 講 じられ た 。 治療体操科 で は，

そうした治療と並行 して病類別 ・疾患部別の 系統的な 「治療体操要目」 （昭和 12年度）が

編成 される 。 こ の 要 目は
， 治療体操 を 「肢体不 自由児童 の 健康 を保持増進す る と共 に

， そ

の 欠陥部位の 治療矯正 を 目的 と して ， 合理 的 に配列され た体育的運動類の
一

組 を謂ふ 」と

定義 し ， 大運動 （種 目）， 小運動 （教材），用具 ， 回数の 順 に 各項 目を 3 段階 に 教程化 した

画期的 な もの で あっ た 。

　病弱養護学校教育 も また
， 医学的研究の 進展が 大 きく影響 した教育で あ っ た 。 以 下，そ

の 若干を障害体育 につ い て検討 する。

　喘息児の 体育で は，当初，個 々 の 障害程度に応 じた適切な運動の 質と量 の決定方法が 明

らかで は なか っ た 。昭和 50年代 に 入 り， 最大呼気 量 （PFR ）の 変化 か ら運動の 質 と量 を

科学的に コ ン トロ
ー

ル す るた め の研究が な され ， ％ PEFR と EIA （運動負荷発作）との 関

係 ，
EIA と運動種 目と の 関係等が解 明 され ，％ PEFR と％ V2

，
と の 併用，％ 1 秒量 の 運動

前後の 変化等 も検討 され ， 運動の 質 と量が 適切 に調節で きる よ うに な り， 体育 の 指導が容

易 とな っ た 。

　心臓 医学の 進歩 よ り， 心疾患 に 対す る体育 的対応 も変容す る 。 昭和 40年代 に は リ ュ
ー

マ チ性心臓弁膜症が ， 同 50年代 に は 先天 性心 疾患 が 激減 する 。一方 ， 同 48 （1973）年学

校保健法の
一

部改正 に伴 い ，学校の 定期健康診断 に心臓検診を行な うこ とが義務づ けられ，

心疾患 に 対する医学的早期対応 も可能 とな り， 教育的対応 も容易 となる 。 こ うした動 きの

中で 厚生 省や 日本学校保健会 に よ り心 疾患 管理 規準や 心臓病管理 指導表が作成 され ， 心疾

患者 に も許 され る範 囲内で 病状 に応 じた体 育 ， ある い は身体的活動等が 適切 に 実施 され る

ように な っ た 。

　血 友病の 治療は
， 昭和 40年代初め 頃 ま で は新鮮 な血 液を輸血 する以外に

， 安静 ， 冷湿

布 しか なか っ た。その 後 ， 同 50年代 にかけて 活性 因子 の 製剤化が進み ， 比較的容易 に止

血 する こ とが可能 とな っ た 。 血 友病疾患者の 体育指導は，こ うした薬剤 の 開発 ・供給 と深

く係わ っ て進展 した 。 近年は運動禁止 と言 われ た児童 ・生徒 で あ っ て も体育学習 に何 らか

の 形で 参加 させ る よ うに な っ て お り， また
， 従来実施不可能 と考 えられ た多様 な運動が 指

導で きる こ ととな っ た 。

3 ．特徴の ある指導法

　 障害学校教育が公教育 として位置づ け られ た 当初 か ら ， 小学部 ， 中学部等の各学部は ， そ

れぞれが
一

般 の小学校 ， 中学校等 におけ る教育課程 に 準拠の 姿勢 を と っ て きた 。 しか し， 準
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拠 と言 っ て も完全 な形で 取 り入れる こ とは 不可能なこ とで あ り， 教科体育 で は ， 主 として盲

学校教育 と聾学校教育 に 見 られ た 「障害 に係 わ る特殊性 を加味 した準拠型」， 知 的障害養護

学校教育に見 られ た 「学年レ ベ ル を下 げた 水増 し準拠型」及 び病弱養護学校教育にお ける重

症心 身障害者 （重度 ・重複障害者）に対 して 見 られ た 「養護
・訓練的な代替準拠型」 と い う

3 型が存在 した 。 こ うした準拠教育の 下 で
，

以下 に掲げた特徴の ある指導法が 展開 され た の

で ある 。

（1）
一

般的指導法

　　
一
般的指導法 とは ，障害種別 に関係 な く，障害全般 に通ず る指導法の 意で あるが ，そ れ

　 には ， 障害程度 に即 した指導 ， 個別 ・集 団指導の 併用 ， 総合的指 導 ， 運動の 習慣化 を重視

　 した指導及び教材 ・教具の 開発 ・考案 によ る指導を挙げる こ とが で きる 。

　  障害程度に即 した指導

　　　昭和 40年代か ら漸次顕現 し始め た障害の 重度化 ・重複化の 中で ，障害学校体 育で は，

　　そ れら児童 ・生 徒
一人ひ と りの 障害の 程度 に即 した きめ細 かな指導が 必要 とな り， 障害

　　種別を問わず，指導上肝要な こ ととな っ た 。 そ の 指導に係わる方向は，学習指導要領で

　　示 され
， 要領 の 改訂 ご と に弾力 的に改 善され て い っ た 。 従 っ て ，現場 で は ，障害 の 程度

　　 に即した多様な指導が創意工夫に よ っ て展開 され たの で ある 。 以下 に，若干の 事例 を挙

　　 げる 。

　　　知的障害養護学校体育 にお い て は
， 遊び型 ， 生活型 ， 鍛練型 ， 矯 正型 ， ク ラブ型 の 各

　　指導法，ある い は体育と い う教 科 と して の 学習形態の外に ， か らだの 学習 ， 養護 ・訓練

　　 的体育学習 ， 遊 び学習等の 教 科 ・領域統合型 の 学習形態 も展 開 された 〔59）　（59） C6°｝
。 また

，

　　病弱養護学校 体育にお い て は ， 病弱 の 種別 と程度 に よ る 生活規制度別 の 個別 指導が ， 教

　　育 と医療の
一

体化 され た態勢の 下 で 実施された ｛6D 〔62）刪 6％

　  個別 ・集団指導の 併用

　　　先 に述べ た障害程度に即 した 指導 と個別指導重視の 指導は
， 同一理念か ら出発 した指

　　導 で あ っ た 。 しか し， 個 別指導を重視 した か ら と言 っ て 集団指導を排除 したわ けで は な

　　 か っ た 。 個別 指導を徹底して も， 人間教育 と して の 教育 的成果 を期待する に は限界 が あ

　　 っ た 。 ど の ような障害で あ っ て も，人間教 育は，集団 の 中で 人 間関係 に係 わ っ て 成果が

　　得 られ る もの とと らえられ
， 集団指導 も肝 要 とされた 。

　　　 障害学校体育で は ，そ の 目標の
一

つ に，「人 間関係 に おける協力 と責任 を自覚 させ る」

　　 （65］ （盲学校体育），「社会性 の 涵養」〔66｝ ・ 「望 ま しい 人 間関係 の 育成」（67＞ （聾学校体育），

　　 「社会的適応 力の 養成」〈6s）c69） （知的障害養護学校体育），「協力的な態度，公正な態度等

　　の 育成」｛7°〕 （運動障害養護学校体育）， 「社 会性 を育て る」（71） ・ 「人間 ら し く成長 させ ，

　　 心豊か な生 活が で きる よ うにす る」
（72）〔i3〕

（病弱養護学校体育）等 の 目標 が掲 げ られ た 。

　　 こ れ らの 目標 は ， 適切 な規模 によ る集団に よ っ て の み その 成果が期待で きる 目標で あ っ

　　 た 。
つ ま り，個別指導 と集団指導の 繰 り返 し指導 ， ある い は集団指導の 中で個別指導を

　　 行な う並行指導等 ， 両者そ れ ぞ れが 自らの 長短 を補う形で
， 成果が最大限 に期待で きる

　　 よ うな両者併用の 指 導が実践 された 。

　   総合 的指導

　　　 こ こ で 言 う総合的指導とは
， 広義で は

， 学校教育全体 を通 じ て の 指導で あ り，
また

，
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　そ うした学校教育と医療とが
一

体化 され た指導の 意で ある
。 狭義で は

， 教育 ， 養護 ， 訓

　練が ， ある い は運動 ， 栄養 ， 休養が 三位
一

体 とな っ た指導の 意で ある 。 障害学校体育に

　おける指導上 の 特徴 の
一

つ に
，

こ の 総合的な指導があ っ た 。

　　盲学校体育及び聾学校体育 にお い て
， 当初か ら教科体 育 ， 特別教育活動 及び行事 活動

　の
一

体化 された指導が行 なわ れて きて お り （74 ）　｛75），昭和 46年に学習指導要領が改訂 され ，

　体育指導は 「学校 の 教育活動全体を通 じて適切 に行なうもの」  CTア） とな り， さ らに こ

　の 総合的な指導が 重視 され る に至 っ た 。 勿論 ， 養護学校 体育 に おい て も同 じ動向が見 ら

　れ た 。 その 総合的指導 に 係 る若干の 事 例 を挙げ る と，例 えば，「教科 を問切 りしな い 」

　指導
  ・

教科 ・領域統合の 「遊 び型」「生活型」等の指導
（79）

（知 的障害）， 「教育 （体育）

　と治療 ・訓練 の 併合」の 指導 〔S°） C80 ・「養訓的体育指導」（SZ） （運動 障害 ）， 「教 育 ， 養護 ，

　訓練，ある い は運動 ， 栄養 ， 休養 の 三位
一

体」 の 指ve　（S3）　 ・ 「生 活規制度別 の 指導」
（SO

　（病弱 ）等が ある 。

  運動の 習慣化を重視 した指導

　　身体移動 ・身体活動 に 障害を もつ 視覚障害 ・運 動障害 ・病弱の 児童 ・生徒 は言 うまで

　 もない が ，

一般 的に障害児童 ・生徒 は ， 運動の習慣化 ・生活化が身 に つ い て い な い 。従

　 っ て ，障害学校体育で は，以下 の よ うな運動の 習慣化 ・生 活化をね ら っ た指導が指導上

　肝 要 とされ て きた 。 若干の 事例 か らもこ の こ とが 推知 で きる 。

　　盲学校体育 ：各種 ス ポ
ー

ツ大会の 企 画
（85）（as）

， 各種ス ポ
ー

ツ教材の 開発 ・考案 〔Sア〕 ｛SS）
，

　余暇利用の 態度 ・技能 の 育成指導 〔S9）等 。

　　聾学校体育 ：各種ス ポ ー
ツ 大会の 企 画 （°U｝（9t）

， 「運動誘発 の た め の 工 夫」 した 指導 欟
，

　余暇利用の 態度 ・技能の 育成指導
〔93 ）

等 。

　　養護学校体育 ：生 活型 ・遊び型等の 指導 cge　C95） （知的障害），「玩 具治療」‘96） ・ 「総合

　的機能訓練を目的 とした諸行事」の 企 画 c9’）
（運動障害）， 運動 の 生活化 をね らっ た指導

　 c98Hee ） ・学校生 活全 体 を通 じて の 指導 蜘 ・ 「戸外運動 の 重 視」“°1） （病弱）。

  教材
・教具の 開発 ・

考案 に よる指 導

　　障害学校体育で は ， 指導教材 ・教 具の 開発考案は ，指導上 不可欠 な こ と で あ っ た 。 障

　害 の 種別や 程度 に よ っ て は
，

一
般 に 行な われ て い る通常の 運動や ス ポ ーッ （ある い は用

　具）を指導する には多 くの 障害が起 きる。従 っ て
， 通常 の 運動や ス ポ ー

ツ を障害 に即 し

　た， しか も安全性 ・興 味性の 高い 教 育的 ・体育的 な教材 ・教具 に修正 ・改善 した り，ま

　た ， 新たな教材 ・教具 を開発 して指導効果 をより確か なもの に し て きたの で ある。言 う

　 まで もな く，それ らの 教材 ・教具 は，そ れぞれ の 学校体育の 中で定着 した り，ある い は

　新た に改良 され て今日 に至 っ て い る 。

　　こ れ まで に 開発 ・考 案され た教材 ・教具の 主 要 な もの は，以 下 の とお りで ある 。

　　盲学校体育 ：盲人 野球 （鈴入 りボー
ル）， 円周走 （木管 ・輪 ， 継走器）， 盲人 （用）卓

　球 （玉入 りボ ール ）， 盲人バ レ ーボ ール
， 体操用巧技台等 “°2）

　
“°3｝

．

　　聾学校体育 ：指示用 具 と し て の 太鼓 （1ω
。

　　養護学校体育 ：投球 遊戯 具 〔105｝ ・ 「簡易遊び ・自転車の り」006）　“ 07） ・運動能力測定法

　 〔1°81 （知的障害），運動要 目
“°g，｝ ・ 「捧体操 ・簡易サ ッ カ

ー ・ポ
ー

トボ
ー

ル 」“ ID〕 ・ 「洗濯

　体操 ・トン トン体操」 「座位野 球 ・
ロ
ー

リ ン グ ハ ン ドサ ッ カ ー ・
ホ ッ キ

ー ・ゴ ロ 卓球
・
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　　ラ グ ダ ビー
」

CllD
（運動障害）， 喘息体操

“］Z｝　 Cl］3） ・筋ジ ス 体操
（L14） ・ 「腎 ・ネフ 体操」

　　 CLL5〕 ・心体操 “］G｝ ・ 「他動的なゆ さぶ り一バ ル ーン等」CLLI） （病弱）。

（2） 特殊な指導法

　　特殊な指導法 とは ，
一

般的指導法 と は 異な り， 個々 の 障害学校体育 に おける特有の 指導

　法の 意で あ る 。

　  盲学校体育
一
皮膚感覚 ・聴覚活用の 指導

　　　盲学校体育における皮膚感覚 ・聴覚 を主 と して 活用 した指導は
， 視覚以外 の 残存機能

　　 を活用 した指導で あ り，視覚障害者を対象とする学校体育特有の 障害補完の 指導で あ っ

　　 た 。

　　　例 えば，皮膚感覚 を活用 しな けれ ばな らな い 教材 に は，鉄線走，柔道 ， す もう mS 噂

　　が あ り， 聴覚を主 として活用 しなけれ ば な らな い 教材 に は ， 音源走 ， 盲人 （用 ）卓球 ，

　　盲人野球ge　“19］が ある 。 また ，円周走，盲人 バ レ ーボ
ー

ル 等は，両者 の 活用 を必要 とす

　　 る 教材 で ある 〔12°｝
。

　  聾学校体育一振動感覚 ・視覚活用 の 指導

　　　振動感覚や視覚 を主 と して 活用 した指導 もまた
， 視覚障害 を もつ 児童 ・生徒 の 体育指

　　導 と同 じ く残存機能を活用 した指導で あ り，聴覚障害をもつ 児童 ・生徒の 体育特有の 障

　　害補完の 指導であ っ た 。 例 えば ，太鼓を利用 して の 指示指導や リズ ム指導 は
， 振動感覚

　　 を活用 した もの で あ り， 旗 な どの 見 える器具を利 用 して の 種々 の 指導は ，視覚を活用 し

　　 た指導で ある
゜21｝　 C122｝

。 なお ，聾教育特有の 教育法で ある ロ話法や 手話法 は，い ず れ も視

　　 覚 を通 した方法で あ る Ct23〕
。

　  知的障害養護学校体育
一

自立 論的立 場 ・発達論的立場 に立 っ た 指導 く12”）

　　　 こ こ で 言う自立論及び発達論とは ，前者が 社会 自立論 ・社会適応論，後者が 発達保障

　　論 ・全面発達論 と い う目標論の 略称 で ある 。 自立論的立場 に 立 っ た指導は
， 戦前 ・戦後

　　 （第二 次 世界大戦） を通 じて 知的障害教 育の 主流 に位 置づ けられ て きた指導で あ り，自

　　立 的生 活力 を身に つ け ， 社会的適応性 を助長する ような具体的か つ 総合的 な指導を意味

　　 した 。

一方 ， 発達論的立場 に立 っ た指導 は
， 昭和 40年代か ら同 50年代 にか けて の 障害

　　 の 重度 ・重複化傾向の 強 まる過 程に お い て ，従来の 自立論 の 反省 （特に，重 度 ・重複障

　　害者に 対する 自立論の 適用の 困難性 に お い て ）か ら生 まれ た もの で あり， 人間の 「発達

　　 の す じみ ちの 共通性」に則 り，

一人ひ と りの 発達 の 実態 に即 して 可 能 な限 り最大限 の 発

　　 達 を図ろ うとす る指導で あ っ た 。

　　　 自立論的立場 に立 っ た体育指導で は，「健康な身体 を育成 し，体力の 向上 を図る」，

　　 「集団生 活 に必 要な能力 と態度 を養 う」 等 の 目標 を もっ た指導が 行 な われ ，主 と し て

　　 中 ・軽度障害児童 ・生徒対象に こ うした指導が展開さ れた。また，発達論的立場 に立 っ

　　 た体育指導で は，運動や 遊び活動が発達的視点か ら明 らか に され，それ に基づ い た発達

　　診断が 実施され ， プロ グ ラ ム に則6 て指導が行なわれ る ，
つ ま り， 発達の 系統性に基づ

　　 い た指導の 系統性が 立案 され ， 指導が展開 され る の で ある 。 例 えば
， 感覚

・運動 中枢機

　　 能の 発 達 を促進す るた め の 指導 は，大脳 に お ける 「感覚 ・運動の 中枢 か ら連合 中枢 へ 」

　　 と い う自然的発達の 順序性に基づ い た指導で あっ た 。 なお ， 後述の 運動障害養護学校体

　　育 に お い て も
，

重度 ・重複障害児童 ・生徒 と係わ っ て こ の 指導が重 視され た 〔IZ5）
。
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  運動障害養護学校体育
一

機能訓練的 ・養訓的指導

　　運動障害児童 ・生徒に 対する機能訓練的 ・養護 ・訓練的体育指導は ，前 に述 べ た盲学

　校体育 や聾学校体育 における 残存機能 を活用 した 指導と は異 な り， 直接 的な障害の 回

　復 ・改善 をね ら っ た指導 で ある 。 ま た，こ の 指導 は，戦前 の 東京市立 光明学校 に お ける

　治療体操科の体育 と治療を併合 した指導 q25｝，戦後の 機能訓練や養護 ・訓練 と体育 とが

　統合 された指導を意味 してお り， 運動機能の 向上 と心身の 適応 をねらっ た運動 障害体育

　特有の 指導で あ っ た “21）　｛］28｝
。

  病弱養護学校体育
一規制度別の 指導

　　規制度別の 指導とは
， 疾病 ・障害 別に健 康度 ， 安静度 ， 障害度 ， 虚弱度 ， 学習度 を医

　学的に段階別 に標準化 し，そ の 規制度に従 っ て生 活全体 を規制 し健康 の 回復を図ろ うと

　す る指導で ある “2g．）“ 30）
　
“ y ）

　
“n ）

o 体育指導 もまた
，

こ うし た規制度の 許容範 囲内 に お け る

　総合的指導の
一

環として 行なわれ た の で あ る 。

　　 なお，規制度別の 指導の 下で ，以 下に 示すよ うな病類 ご と の 特徴の ある指導が展 開 さ

　 れた 。

　ア ．肺結核 ：医師の 管理下に お ける指導 “33｝

　 イ．喘息 ：肺機能状態考慮の 指4eaM）

　 ウ．腎疾患 ：悪 化予 防 ・合併症 予防配慮の 指導　“s5）

　 エ ．心疾患 ：突然死予防配慮の 指ig　tl36）

　オ．進行性筋ジ ス 症 ：機能低下 阻止の ス テ ージ指導　“3n

　カ ．血 友病 ：出血 防止 配慮の 指導〔“ss）

　キ ．肥満 ：運動 の 習慣化指向の 総合的指導
〔1zz）

　 ク．心 身症 ：心理 的解放 を図る指導 “sa）

　 ケ ．重症心身障害 ：発達の 系統性 に 基づ い た指導 Clwa） 〔140）

4 ．障害種別 ・程度に即 した体育的諸活動 “4t］（142）　 （14s）　 1“ ）　 ｛M5｝

　　体育的諸活動 とは
， 教科体育 （保健体育）以 外の 体育的活動 を意味 し

， 体育的 な行事活動

　と課外における体育的 な部活動 を指す 。

　　この 体育的諸活動 に は，以 下 の よ うな特徴が 見 られ た 。

（1＞ 行事活動

　　　体育的な行事は ，障害種別 に関係 な く，教 師主導型で 企画 ・実施 され た 。 その 行事の 主

　　た る もの は ，遠足 と運動会で あ っ たが ，漸次各種の ス ポ ー
ッ大会，地域環境を生か した各

　　種の ス ポ
ー

ツ 教室，ある い は季節 に係 わる保養施設等 ， 多様化 して い っ た 。

　　　そ の 指導にお い て は
， 教 師主導型 か らも推知で きる ように，教科体育の 延長，言 い 換 え

　　れば
， 教科体育と

一
体化 された指導観が見 られた 。 例 えば ， 運動会の 指導は

， 教科体育 と

　　同 じ目標で
， 教科体育時に

一
般的に 行な わ れ た 。 なお，戦前 には，行事実施 の 背景 に障害

　　者 に対する 社会的理解 を深 め る た め の 広報的姿勢 も多々 見られ た 。

C2） 課外活動

　　　課外の 体育系部活動の 特徴 は
， 発展過程 と活動種 目にお い て 見 られた 。

　　  発展過 程 の 3類型
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10 北　野 　与　
一

　ア．社会連動型　社会にお ける ス ポー
ツ活動の高揚が児童 ・生徒を刺激 し， 児童 ・生徒

　　は
， 当初 ， それ と同 じス ポ ー

ッ ， あ る い は類似 の 考案 した ス ポーツ を 自然発生 的に 行

　　な う。 次に ，その ス ポ ーツ が 教科体育や課外活動 に取 り入れ られ る 。
こ うしてそ の ス

　　ポー
ツ が教育活動の 中に位置づ け られた り， または活動母胎が確立 され る と， その 活

　　動の 成果を問 う段階へ と進展す る 。 同志 間で ゲ ーム を行な っ た り， ある い は近辺の 同

　　質 ・異質の 学校 や団体 との ゲ ーム へ と発展す る 。

一
方 ， 行事化され た り， 地域 的な ・

　　全国的な ス ポ ー
ツ大会 と して企 画 され ， 連盟等 も組織化 され て 活動が 本格化 して い く。

　　そ の 代表的事例 に は
， 盲学校 に お ける 「盲人野球」や 「すもう」に係 る課外活動の 発

　　展 CL96〕や聾 学校 にお ける大正期か ら昭 和期 にかけて の 課外活動 の 発展 ｛m ）　ctas）等の 事例

　　が あ る 。

　イ．目標提示型 　地域 ，団体，学校等の 関係者が健康生活の 一
層の 促進 を願 い

， 障害 に

　　即 した特定の ス ポーッ大会 を企画 ・開催 し，対象 とする障害 児童 ・生徒 の興味 ・関心

　　を意図 的に喚起 して 課外活動 に 目標 を与え，活動 を活発化 さ せ て い く。 こ うした 目標

　　提示型の 主要な事例 に は，盲学校 に お ける 陸上 競技 に係 る課外活動 〔’49 ＞，聾学校 にお

　　ける 陸上競技 に係る 課外活動 〈15°）
， 知的障害養護学校 における陸上競技 ・サ ッ カ ー等

　　の 「ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ ク」種 目に係 る課外活動 （［51）　（152｝
， 「全国身体障害者 ス ポ ー

　　 ツ 大会」種 目に係 る 障害学校の 課外活動 n53｝ （酬 等の進展が ある 。

　ウ．内部努力型　地 域 ， 団体 ， 学校等 の 指 導者が ， ある ス ポ ー
ツ を考案 した り， 外 国で

　　実施 の ス ポ
ー

ツ を紹介 し，それ らを教科体育や 課外活動で指導 し，学習 や活動をよ り

　　活性化 させ て い く。 こ う した 内部努力型の 事例 に は
， 盲学校 に お ける 「盲人 （用）卓

　　球」や 「盲人 バ レ
ーボール 」に係る課外活動

 
や運動障害養護学校における各種 ボ

　　ール ゲ ーム の 指導等 の 進展が ある 。

（IM ）　 “57）

　　以上 の 発展類型 も示す ように
， 課外の 体育系部活動の 発展 に係 わ る 因子 に は

， 社会の

　 ス ポー
ツ活動 ，児童 ・生徒の ス ポー

ツ に対する興味 ・関心 ， 指導者の 取 り組む姿勢 ， 大

　会 ・連盟 等の 組織化が あ っ た 。

  多様化傾向を示す活動種 目

　　障害学校 にお ける教育開始時期 は学校種別 に よ っ て 異なる が ，それ ぞ れ の教育開始の

　初期段階で は
， 課外の 活動種 目は

一
般的に 固定化 の傾 向を示 した 。 例 えば，盲学校で は，

　陸上 競技，すもう，「盲人 野球」， 「盲人 （用）卓球」， 「盲人 バ レ
ーボール」， 柔道 q弸

が ，

　 また ， 聾学校で は
， 陸上競 技 ， 軟式野球 ，

バ レ ーボ ール
， 卓 itt　c159） が

， 養護学校で は，

　陸上 競技 “60｝が そ れ ぞ れ 主要 な活動種目で あ っ た 。 しか し ， 昭和 5  年代半ば頃か ら障

　害に 即 した種々 の ス ポ ーツ が 考案 された り， 外国か ら移入 され た りして 活動内容の 多様

　化が顕現化 した 。 例 えば，盲 学校で は，「盲 人マ ラ ソ ン」
〔161＞

，水泳 Clee｝
が ， 聾学校で は

，

　サ ッ カ ー
， 柔道 ，

テ ニ ス ，ゲ ー トボ ール ，ボ ーリ ン グ，バ ド ミ ン トン ，ソ フ トボ
ー

ル ，

　 ア
ー

チ ェ リ
ー
，水泳

“ 63） 〔1en）
が ，養護学校で は ，体操，バ ス ケ ッ トボ ール

， サ ッ カ
ー

，

　バ レ ーボール ，フ リ ス ビー
， 車椅子競技 ，

ボ ー リン グ ， 水泳 （以上
， 知的障害 ）“65〕

，

　車椅子バ ス ケ ッ トボ ール ，ア
ー

チ ェ リ
ー

，卓球，車椅子テ ニ ス
，

バ ドミ ン トン
， 車椅子

　 マ ラ ソ ン ，サ ッ カ ー
，

ロ
ー

リ ン グ バ レーボール
，

ボー
リ ン グ ， 水泳 （以上 ， 運動障害）

　“ 66） （161）
， 水泳 ， 各種 ボ ール ゲーム （重症心身障害）（lce｝　ag，障害種別 に 関係 な く多様 と
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なっ た 。

　上記の 障害 に即 した多様 な新 しい ス ポ ーツ は
，

一
般の ス ポ ーツ を その まま適用 して い

る場合は 別 と して ，
一

般 の ス ポ
ー

ツ に つ い て ，実施方 法，ル
ー

ル ，用具，施設等を改

良 ・修正 した り， ある い は 簡易化 した もの であ っ た 。
こ うしたス ポー

ッ が定着 し発展す

る に は
， それ を行 なう児童 ・生徒 が高 い 関心や 興味 を示 し， しか もそれを長 く持続 す

る ・持続 させ る こ と の で きる活動 で ある こ と，そ の ため には ，そ の ス ポーツ が
一

般 の ス

ポー
ッ に 可 能な限 り類似 した 活動で ある こ とが 重要で あ り “69｝

， しか も安全 に楽 し く活

動が で き
， 教育的 ・体育的価値の 認め られ る活動で ある こ とが必 要であ っ た 。

お わ りに

　本研究 は
， 盲学校体育 ， 聾 学校体 育及 び養護学校体育 を対象 と して ，それ ぞれ の 体育史的発

展 を通 史的 に明 らか に し，そ の 特質につ い て も検討を加 え，終わ りに，各障害学校体育 に つ い

て 得 られた知見 を特定 の 事項 の 範囲内で 比較検討 し，学校種別を越 えた共通性や異質性 を指摘

して結語 とした。

　障害体育の 史的な研究 は，近年，若干 の 研究 者に よ っ て 始め られ た と こ ろ で あ り，課題が 累

積 し て い る 。 本研究に 係 わ る研究課題 も ， 以下 の よ うに
， 多く残 さ れ て い る 。

　（1） 弱視，難聴，情緒障害，自閉症等 の 学校体育史的研究

　（2） 社会人 を対象 とした障害種別 ご と の 社会体育史的研究 ・生 涯体育史的研究

　（3） 養護施設，矯正施設 ， 福祉施設等の 施設体育史的研究

　（4） 諸外国 にお ける多様な障害体育史的研究

　末尾 で あるが ， 「日本 にお け る心身障害者体育 の 史的研究」す べ て が 北 陸大学 の 配 当研究費

に よ っ て な され た も の で あ り，特 に 本稿は
， 「北 陸大学特別研究助 成 金」 の 補助 に よ っ た も の

で ある こ とを付記 し，北陸大学 に対 して 深甚 の 謝意 を表す る次第で ある 。
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